
各社からの質問と回答（２） 

 

令和４年６月１日 

 

№ 機能要件№ 記載内容 

1 №7 
管理者は、各入力項目の入力可能な文字の種類（かな、カナ、数字、英数など）

を設定ができること。 

（質問）要件定義時に決める形ではダメか？ 納品後に変更するケースが存在するか？ 

（回答）要件定義時での設定で可能 

 

2 №8 管理者は、各入力項目の入力可能な文字数設定ができること。 

（質問）要件定義時に決める形ではダメか？ 納品後に変更するケースが存在するか？ 

（回答）要件定義時での設定で可能。ただし、会社名や住所については、カタカナの社名等を考慮

して、あらかじめ長めの文字数の設定が必要と思います。 

 

3 №9 管理者は、「入力必須」項目の設定ができること。 

（質問）要件定義時に決める形ではダメか？ 納品後に変更するケースが存在するか？ 

（回答）要件定義時での設定で可能 

 

4 №32 

事業者データは外部データ（適正化情報システムデータ）から抽出したｃｓｖデー

タを毎月、インポートにより上書き更新できること。 

項目の詳細は「各データ詳細」のとおり 

（質問）自検協のデータ数は 11万台。 適正化データの数は？ 

（回答）適正化データは約 23,000件（23,000行）となります。 

適正化データは事業者の営業所単位で１行のデータになります。営業所１ヵ所に対し車庫が

２ヵ所ある場合は２行のデータとなり、廃止した事業者、廃止した営業所、車庫のデータもそ

れぞれ１行のデータとして事業者データに含まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 №32 
登録した事業者データは、外部データのインポートによる毎月のデータ更新時に影

響を受けないこと。 

（質問）事業者 IDをキーとして上書きを行うので、影響は発生するのでは？ 

（回答）№32の要件定義は、その前後の№31から№35と関連します。 

ここでいう「登録した事業者データ」は以下の例１～３を想定しています。 

6 №35 登録した事業者データは随時、削除できること。 

（質問）削除は、事業者番号まで及ぶものか？ 

※その場合は、以降は上書きされなくなる認識で良いか？ 

（回答）№32の要件定義は、その前後の№31から№35と関連します。 

ここでいう「登録した事業者データ」は以下の例１～３を想定しています。 

 

（例１）外部データ（適正化システムのデータ）のインポート前に事業者データの登録が必要な場合 

 

会員データの更新については、 

非会員の事業者が新たに協会に入会し会員となる場合、その事業者の事業者データはシステム内に存

在している為、会員データ部分の会員情報を更新する、という流れを想定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、６月１日に新規許可を受けた事業者の情報は７月にインポートされる為、 

例えば、６月２日に協会に加入した場合、システムにその事業者のデータが存在しない状態になりま

す。 

その為、７月のデータ更新までの間に会員データを登録する場合は、事業者データを仮に作成して会

員データを登録して７月にその事業者データが反映された時に既に仮登録した会員情報を反映させ

ることになります。 

 

A運送㈱ 事業者データ 

630009999 

 

許 可 0000/00/00 

許可番号 0000 

営業所 〇〇〇〇 

車 庫 〇〇〇〇 
・ 
・ 
・ 

会員データ 

支 部 非会員 

支部番号 － 

名簿住所 － 

会費車両 － 

A運送㈱ 事業者データ 

630009999 

 

許 可 0000/00/00 

許可番号 0000 

営業所 〇〇〇〇 

車 庫 〇〇〇〇 
・ 
・ 
・ 

会員データ 

支 部 〇〇支部 

支部番号 0000 

名簿住所 〇〇〇〇 

会費車両 〇〇〇〇 



「６月２日時点 事業者データが存在しない為、仮番号にて仮登録の上、会員データを登録」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「７月 データがインポートされるので、仮登録データの会員情報をコピーする」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よって「登録した事業者データ」＝「一定期間必要な仮の事業者データ」は、外部データ更新の影

響を受けず、また、随時削除できることが必要となります。 

 

 

 

 

 

B運送㈱ 事業者データ 

 

 

許 可 

許可番号 

営業所  

車 庫  
・ 
・ 
・ 

会員データ 

支 部 非会員 

支部番号 － 

名簿住所 － 

会費車両 － 

B運送㈱ 事業者データ 

（仮登録データ） 

KARI09999 

 

許 可 

許可番号 

営業所 

車 庫  
・ 
・ 
・ 会員データ 

支 部 〇〇支部 

支部番号 0000 

名簿住所 〇〇〇〇 

会費車両 〇〇〇〇 

B運送㈱ 事業者データ 

630009999 

 

許 可 0000/00/00 

許可番号 0000 

営業所 〇〇〇〇 

車 庫 〇〇〇〇 
・ 
・ 
・ 

会員データ 

支 部 非会員 

支部番号 － 

名簿住所 － 

会費車両 － 

 

B運送㈱ 事業者データ 

630009999 

 

許 可 0000/00/00 

許可番号 0000 

営業所 〇〇〇〇 

車 庫 〇〇〇〇 
・ 
・ 
・ 

会員データ 

支 部 〇〇支部 

支部番号 0000 

名簿住所 〇〇〇〇 

会費車両 〇〇〇〇 

 



（例２）取扱専業者の事業者データ登録の場合 

取扱専業者（取専）は車両（トラック）を所有せず、他の一般貨物運送事業者（通常のトラック運送

事業者）を下請けとして利用する営業形態の為、運輸支局では一般貨物運送事業者とは区分して管理

されています。（適正化システムには存在しない） 

取扱専業者データは適正化システムの事業者データにも存在しません。すなわち、６３０００ＸＸＸ

Ｘの事業者番号を持っていない。（事業者番号は９ケタ） 

 

しかし、運送事業法による許可の一種の為、トラック協会の会員として加入している取扱専業者が複

数社あります。 

これら取扱専業者は、現在のオフコンシステムにおいてもＡＡ０００ＸＸＸＸという９ケタの事業者

番号を協会で独自に割り当ててデータを登録している為、新システムにおいても、これらＡＡ～の取

扱専業者を登録する必要があります。 

 

よって「登録した事業者データ」＝「取扱専業者の事業者データ」は、外部データ更新の影響を受

けず、また、随時削除できることが必要となります。 

 

 

 

（例３）１つの事業者が複数の支部に加入している場合 

事業者によっては１つの事業者で２つの支部に加入している場合があります。 

事業者番号は１つの事業者に１つしか与えられていない為、仮の事業者番号で２つの事業者データ

を作成して、２つの支部の会員データを登録します。 

（例）６３０００１１１１という A運送株式会社が X支部と Y支部に加入している場合、 

（１）６３０００１１１１ A運送株式会社 X支部 

（２）６３１００１１１１ A運送株式会社 Y支部（作成した仮の事業者番号） 

 

よって「登録した事業者データ」＝「複数支部加入用の仮事業者番号の事業者データ」は、外部デ

ータ更新の影響を受けず、また、随時削除できることが必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

7 №36   

（質問）空白となっているが、ここにも要件があったのではないか？ 

（回答）空白です。 

 

 

8 №41 

会員データは、入会情報の入力と同時に請求書発行のタイミングを「次期からの発

行」と設定されること。ただしイレギュラー処理として「直近の期の発行」「２カ

月分請求で発行」「１カ月請求で発行」「設定金額で発行」の設定ができること。

また、イレギュラー処理を指定した場合、請求書発行後には通常の請求設定になる

こと。 

（質問）レギュラーの「次期からの発行」とイレギュラーの「直近の期の発行」の違いは何か？ 

次期も直近もいずれも「次」からのと読める。 

（回答）会費請求のタイミングは、会員事業者の状況および要望に沿った形になります。 

請求範囲については以下の通り読み替えてください。 

「直近の期」・・・「当期全額分」 

「２カ月分」・・・「当期の 2カ月分」 

「1カ月分」・・・「当期の１カ月分」 

 

 

9 №56 登録車両情報は、外部データを csv でインポートできること。 

（質問）外部データとは何をさすか？ 「自検協の車両情報データ」であってるか？ 

※№57の文言から推測すると、事業者データである「全日本トラック協会適正化情報シス

テム」とは別のデータと読める。 

（回答）自検協の車両情報データで合っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

10 №72 

部会会費は、事業者によって請求経由が「本部から直接請求」と「支部経由請求」

に分かれ、「本部から直接請求」の場合は部会会費として請求書を発行し、「支部

経由請求」の場合は、本支部会費請求書の中の「その他会費」の中に含まれて発行

すること。 

各会費の請求について（訂正分）の「部会会費の発行・発送パターン」に記載されている

内容と受け取れるが、 

（質問）①画面サンプルのどの項目がこれを決めるのか？ 

（回答）画面サンプル上には区別する項目を配置していない為、ボタン等で区別および設定できる項

目が必要です。要件定義時に決定とします。 

 

（質問）②複数の部会に所属する場合はどうなるのか？ 取扱部会と鉄鋼部会などパターンの異なる

ケース。 

（回答）複数の部会所属の場合も、資料【参考】各会費の請求についてのＰ３の各部会の発送パター

ンに拠ります。 

例えば、取扱部会と鉄鋼部会に加入の事業者は、 

取扱部会会費・・・本部会費＋支部会費＋その他会費＋取扱部会費（支部から発送） 

鉄鋼部会会費・・・鉄鋼部会会費（本部から直送） 

    と、２種類の請求書が届くことになります。 

 

 

11 №73 請求書の印刷は、A4 サイズ用紙に通常のプリンターで印刷が可能なこと。 

（質問）出力帳票サンプルにある「P14 泉州支部 振込依頼書」等はどう取り扱うか？ 

（回答）振込依頼書については、銀行との確認調整が必要となり、これからの調整になりますが想

定としてカット紙で出力できる形で提案してください。 

 

 

12 №84 
②任意事業者分の通常発行は、発行後に入金管理データに反映する・しないを選択

できること。 

（質問）入金管理データに反映しないケースとはどのようなケースか？ 

※反映しないと入金消込が完了しないのでは？ 

（回答）「③再発行」という機能が別に存在する為、通常発行はすべて「入金管理データに反映する」

こととします。 

 

 



13 №112 
指定月の新規許可事業者・進出事業者・休止事業者・廃止事業者・撤退事業者の件

数を一覧表示できること。 

（質問）進出事業者とは何か？ 

（回答）他府県で既に事業を行っている運送事業者（他府県本社事業者）が新たに大阪府下に営業

所・車庫等を新設した事業者を大阪に進出してきた事業者を新規許可事業者と区別して

「進出事業者」としています。 

反対に同事業者が大阪府下の営業所・車庫等を廃止し、大阪府下に営業所・車庫等が無く

なった場合、廃止事業者と区別して大阪から撤退した「撤退事業者」としています。 

 

他府県本社の事業者データは基本的には適正化情報システムのデータの事業者住所が他府

県となりますが、イレギュラーもありますので主に事業者番号で他府県本社事業者かどう

か判別しています。事業者番号の上２ケタが都道府県のコードとなっていて、例えば大阪

の事業者は 63、東京の事業者は 46となっています。 

 

 

14 14~15 

自検協とのマッチングに関して 

 ①事業者名称 ⇔ 使用者氏名 

  本社住所（事業者データ） ⇔ 使用者住所 

 ②事業者名称 ⇔ 使用者氏名 

  営業所住所（事業者データ ⇔ 使用本拠の位置 

 ③事業者名称 ⇔ 使用者氏名 

  主たる事務所（事業者データ） ⇔ 使用者住所 

 ④事業者名称 ⇔ 使用者氏名 

 ⑤事業者名称 ⇔ 使用者氏名 

  名簿住所（会員データ） ⇔ 使用者住所 

（質問）基本が④なら、④だけではいけないのか？ 

例えば、④があえば、他のデータは自検協からインポートするとか… 

（回答）④は基本ですが、同名の事業者が存在する為、④だけのマッチでは事業者の特定は不可能で

あり、さらに①～⑤の照合が必要となります 

 

（質問）５種類のマッチングを行い、全てのマッチングが必須なら④のマッチング自体が必要なく、

①③⑤が使用者住所とのマッチングなので、ぶつける意味がなくないか？ 

（回答）マッチング①は事業者名称と使用者氏名、本社住所と使用者住所の２項目共に合わないとマ

ッチ漏れとなり、同様に②、③、⑤もそれぞれの２項目共に合わないとマッチしたことにな

りません。 

したがって、自検協データ側が東京本社の住所の場合等で、事業者名だけは合っているが住

所関係がどれも合わない、というケースがあり、その場合、①、②、③、⑤のそれぞれ住所



関係が全て合わない事によりマッチ漏れとなり、④だけがマッチした情報がマッチング漏れ

のリストに出る事により、事業者特定の判断材料になります。 

そのような意味で④でマッチングは必要と考えます。 

 

 

（質問）※①～⑤の全てのマッチングで照合が必要であり、且つ、マッチング出来なかった時は、オ

フコン側を修正するのであれば、予め①③⑤は全て、共通のものが入るようにしてはダメな

のか？ それとも修正せずに、マッチしたことにするのか？ 

（回答）システム側の事業者データは適正化システムのデータであり、上書きにより更新していくデ

ータですので、この作業でデータを修正することはありません。（翌月には上書きされてし

まう為） 

また、会員データ側も会員からの申告かつ、会員名簿等に影響するデータですので、この作

業でのデータ修正は不可能です。 

マッチング漏れのデータは人により総合的に判断して車両の所属事業者を確定させます。 

マッチング漏れのデータは１行に車両番号、使用者、使用者住所、マッチング①から⑤の枠

があり、マッチング①から⑤の枠にはマッチングが成功した枠にのみ、事業者番号が入った

状態になっています。 

人の作業により、車両の所属事業者が特定されると、マッチング漏れデータの所定の列に特

定した事業者の事業者番号を１車両ずつ入力します。これが事業者データと紐付けるキーと

なります。 

すべての車両に特定した事業者番号を入力した後、システムにアップロードし、これらのデ

ータを事業者データと結び付けて作業完了となります。 

よって、事業者データ側（オフコン側）、自検協データ側どちらのデータも修正はしません。 

 

 

17 ⑨ 会員データ：入金情報 画面/詳細 

（質問）不足金は、どのような処理が必要か？ 

（回答）入金管理において、例えば、請求額が 15,000円で、入金額が 12,000円だった場合、不足金

の枠に不足額 3,000円が表示され、逆に過入金の場合は預り金の枠に差額が表示され、過不

足額は次回以降の入金の額で相殺される。 

請求一覧、入金一覧と同様に不足一覧、預かり一覧の表で出力したい。 

 

18 ⑨ 会員データ：入金情報 画面/詳細 

（質問）預かり金は、どのような処理が必要か？ 

（回答）前項と同様 

 



19 ⑩ 集金区分に関して 

（質問）00は何か？ 01と 02の違いも知りたい 

（回答）集金区分 00（通常）は、事業者が会費を振込、または持参により支払いすることです。 

01、02の銀行引落は、支部によって複数の銀行引落口座を設定しており、会員によって引き

落ちる銀行が違う為。 

設定としては 01，02だけでなく、５つ程度の銀行を設定できるようにしておきたい。 

 

（設定の例） 

河北支部  01：Ａ銀行 02：Ｂ銀行 03：Ｃ銀行 04：Ｄ銀行 

中央支部  01：Ｍ銀行 02：Ｎ信用金庫 

 など 

 

 

20 10 

５．各支部会費  

 大正支部 平等割 

      普通  

      小型 

      取扱専業者 

（質問）河北支部の一律、中央支部の台数と比べた場合、「普通」などは台数の掛け算となるのか？ 

（回答）その通りです。 

 

（補足）大正支部の会費計算については、以下の通りです。 

   ☆入札関係資料の「各データ詳細」5.各支部会費のページを一部修正しました。 

大正支部の支部会費 

     一般貨物運送事業者 ： 平等割＋（普通×台数）＋（小型×台数） 

 取扱専業者     ： 平等割＋取扱専業者割 

 

 

その他 

21   入出金データの出力 

（質問）売上処理の結果を経理ソフトなどの形に合わせて CSV出力などを行う必要はないか？ 

（回答）経理ソフトへの出力は現時点では想定していませんが、csvデータの出力は行いたい。 

出力内容は、要件定義時に決めたい。 

 

 

 

 


